
令和６年２月２０日

令和６年度当初予算案について
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１ 予算計上額

一般会計当初予算

⇒ 既存事業の廃止・見直し（275件、60.9億円）を行った上で積極的な事業構築

加えて、公共事業関係費や施設整備費等が増となった結果、7,000億円を上回る規模

コロナ経費の減分※を除いたベース ＋136億円、＋2.0％

※△498億円（感染防止対策・医療提供体制整備△420億円、
コロナ分制度融資△78億円)

7,022億円

・Ｒ５当初予算比 △362億円、△4.9％
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・一体編成した令和５年度２月補正予算（国補正）60億円余（対前年度比 ＋0.4億円余、＋0.7％）

当初予算額の推移



２ 基本的な考え方

■青森県物価高騰緊急対策本部での検討、県民対話集会「#あおばな」
で寄せられた県民の声、青森県教育改革有識者会議や青森県こども
未来県民会議の意見・提言なども踏まえ、青森新時代を切り拓くた
めの施策を本格的に展開する

■「青森県基本計画『青森新時代』への架け橋」に掲げる７つの政策
テーマに基づく各種施策を推進するとともに、最重要課題であるこ
ども・子育て「青森モデル」の実現に向けた支援策の充実、本県の
将来を見据えた教育改革の推進、各分野におけるＤＸの加速、直面
する物流の2024年問題や物価高騰への対応等に重点的に取り組む

■各種財源の確保や有効活用などにより、当初予算において財政調整
用基金の取崩額をゼロとする収支均衡を継続するとともに、県債残
高についても着実に縮減する
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３ 令和６年度歳入予算の概要

（単位：億円、％）

項　　　目 Ｒ５ Ｒ６ 増減 増減率
県税 1,479 1,495 16 1.1
地方消費税清算金 683 686 3 0.4
地方譲与税 243 254 11 4.6
地方特例交付金 7 27 20 309.2
地方交付税 2,158 2,132 △ 26 △ 1.2
　うち普通交付税 2,124 2,098 △ 26 △ 1.2
　うち特別交付税 34 34 0 0.0
国庫支出金 1,442 1,058 △ 384 △ 26.6
繰入金 105 162 57 54.3
諸収入 672 586 △ 86 △ 12.8
県債 480 504 24 5.1
　うち臨時財政対策債 31 10 △ 21 △ 67.3
その他 115 118 3 1.5

合　　計 7,384 7,022 △ 362 △ 4.9
(うち一般財源) 4,665 4,665 0 0.0

普通交付税 ＋ 臨財債 2,155 2,108 △ 47 △ 2.2
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○一般財源総額は前年度並みの額を
確保

○県税は核燃料物質等取扱税の充実
などにより増

○地方交付税及び臨時財政対策債は
県税等の伸びを前提として減

○国庫支出金は新型コロナ関連の交
付金の減などにより大幅減

○県債は臨時財政対策債が減となっ
たものの、公共事業費及び施設整
備費の増額などにより増



４ 令和６年度歳出予算の概要

（単位：億円、％）

項　　目 Ｒ５ Ｒ６ 増減 増減率
義務的経費 2,698 2,721 23 0.9
人件費 1,503 1,581 78 5.2
扶助費 199 193 △ 6 △ 3.0
公債費 996 947 △ 49 △ 4.9

投資的経費 1,238 1,301 63 5.1
普通建設事業費 1,155 1,239 84 7.3
災害復旧事業費 83 62 △ 21 △ 25.4

その他 3,448 3,000 △ 448 △ 13.0
物件費 418 351 △ 67 △ 16.0
補助費等 2,193 1,924 △ 269 △ 12.3
積立金 110 89 △ 21 △ 18.9
貸付金 583 498 △ 85 △ 14.4
繰出金 94 86 △ 8 △ 8.9
維持補修費等 50 52 2 3.5

合    計 7,384 7,022 △ 362 △ 4.9
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○人件費は退職手当や給与改定の影響
により増

○公債費は償還が進んだことにより減

○普通建設事業費は、公共事業関係費
や自然災害に備えたインフラの機能
強化、県有施設の老朽化対策などが増

○物件費、補助費等、貸付金は新型
コロナ関連経費などが減

○積立金は定年退職者等退職手当基金
積立金が減
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うち財政調整基金

※R5以降は、R6当初予算編成時点の見込額。

５ 財政調整用基金の状況

○当初予算における財政調整用基金の取崩額は８年連続でゼロとなり、収支均衡を継続
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臨財債を除く発行額

（億円）当初予算の県債発行額（棒・左軸）と年度末県債残高（折線・右軸）の推移
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６ 県債発行額と県債残高の状況

○県債発行額は増となったが償還の進捗により、県債残高はH22をピークに14年連続で減となる見込み
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基本計画７本柱の展開

し ご と 健 康 こ ど も

地 域 社 会

環 境

社 会 資 本交 流

〜 所 得 向 上 と 経 済 成 長 〜

雇 用 ・ 所 得 ・ 産 業

〜健康を支える医療環境の
向上と共生社会の実現〜

健 康 づ く り ・ 医 療

〜こどもの健やかな成長〜 〜自然環境との調和とその活用〜

子 育 て ・ 教 育 脱炭素・エネルギー・環境保全

〜国内外とつながる
交流・物流の拡大〜

観 光 ・ 輸 出 ・ 物 流 ・ 交 通

〜持続可能な地域社会の形成〜

生 活 基 盤 ・ 地 域 づ く り

〜安全で利便性の高い
インフラの整備〜

イ ン フ ラ ・ 防 災
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